
農村地域における空き家活用スキームと空き家活用事前登録制度の構築
（津屋崎空き家活用応援団）

課題と目的 空き家活用事前登録制度を設け、空き家予備軍に対して事前相談を行い、空き家の発
生抑制や、将来の利活用を促進すること

取組内容 ①空き家の所有者と空き家への入居希望者の相談窓口
②空き家及び空き家予備軍の調査業務と訪問相談業務
③空き家の相談セミナー業務 ④空き家活用事前登録制度の導入

成果 ①データによる現状の把握 ②自治会との連携体制の構築
③当団体パンフレットの改変、会員募集チラシとステッカーの作成
④回覧板や説明会開催、個別相談会開催による町内における認知

①空き家の所有者と空き家への入居希望者の相談窓口
不動産業者、建築士、工務店、まちづくり団体を構成員として、任
意団体を組織し、空き家活用及び移住検討者への相談に対応。

②空き家及び空き家予備軍の調査業務と訪問相談業務
自治会との連携により情報を集め、基本的には目視による調査を
行った。また、同時に、単身高齢世帯には訪問相談業務も実施。

③空き家の相談セミナー業
公民館にて空き家に関する無料相談セミナーを主催し、司法書士
による相続講座と空き家活用事例紹介、個別相談を実施（計3回）

④空き家活用事前登録制度
独居老人やその家族を対象に、空き家になる前段階から、将来的
に空き家になり得る家の活用プランを提案できる仕組みを導入

取組内容 主な成果物（会員募集チラシ作成）

▲会員募集チラシ（表面） ▲会員募集チラシ（裏面）


